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１．研究計画の概要 
 
本研究の目的は，近年の研究の進展によっ
て得られた認識「ゲージ重力対応」のより
深い理解とその応用という共通の問題意識
のもとで，弦理論の定式化に関して残され
ている重要課題につき，これまでの成果に
基づきさらに研究を進めて新たな知見を深
めその帰結を追求するとともに，従来の枠
組みを超える非摂動的な超弦理論の定式化
の方法および背後にある原理を探ることに
ある．具体的には，(1) ゲージ重力対応に
基づく D ブレーンの場の理論の構築，(2)  
AdS/CFT 対応に基づく曲がった時空にお
ける超弦の共変的量子論の構築，(3)  弦場
の理論に基づく弦理論の対称性の解明，弦
場理論の解析的取り扱いと非摂動的真空の
研究を主なテーマとして，研究代表者，分
担者全員の緊密な協力・連携のもとで研究
を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 米谷は、0+1 次元最大超対称ゲージ理論
と１０次元 IIA 型超重力理論との対応関係二
基づいて以前に与えた予言を計算機数値実
験で検証する研究で大きな成果を挙げた。 
D ブレーン場理論に関しても、考察を進めて
いる。 
(2) 風間は、曲がった空間での超弦の取り扱
いに関して、ダイナミカルな側面、フォーマ
ルな側面の両面に関して、従来できていない
具体的振幅の計算に向けた具体的成果を挙
げた。 
(3)加藤は、弦の場の理論のゲージ固定の一般
的構造の解析に関して成果を挙げた。現在、

その成果の特徴を生かして非摂動的真空で
の対称性の分析や自由度の問題に取り組ん
でいる。 
(4)大川は、境界を持つ共形場の理論における
境界状態の構成に関して重要な成果を挙げ
た。一方、超弦のゲージ固定問題の困難につ
いても分析を進めている。 
(5)奥田は、超対称ゲージ理論におけるインス
タントの寄与の計算や、’t Hooft ループの期
待値の分析に関して成果を挙げた。現在、さ
らにこれらの構造の超重力理論側からの解
釈について取り組んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
 
おおむね当初の予定に沿って順調に進捗し
ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの成果をさらに深め発展させると
ともに、理論の可解構造の利用、新たな非摂
動的解の構成、などこれまでより広い多角的
な視点を具体的に取り入れた研究を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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